
◇「完全復元伊能図全国巡回フロア展in金沢工業大学」に国土地理院コーナーを出展
　平成22年10月23日・24日、金沢工業大学において「完全復元伊能図全国巡回フロア展in金沢工
業大学」（主催：金沢工業大学、北國新聞社／後援：国土地理院北陸地方測量部）が開催されました。
　開場式では小牧国土地理院長が祝辞を述べ、関係者と共にテープカットを行いました。開催期間
中、国土地理院の展示コーナーを設け、明治時代に参謀本部陸地測量部によって作成された地図や
現代の地形図作成のパネル、金沢中心部・金沢工業大学周辺の空中写真による変遷を展示しました。
　2日間で約3,200人の来場者があり、国土地理院コーナーにも多くの方々に見学いただきました。
また、フロア展の特別講演では、前国土地理院長の藤本貴也氏による「地図は国家なり～日本の歴
史に登場する地図の話し」と題し、国土地理院の国としての役割、地図の重要性についてのお話が
ありました。

◇「第31回石川県高等学校測量技術コンテスト」が開催されました
　平成22年10月27日㈬、第31回石川県高等学校測量技術コンテストが開催されました。
　この大会は、学校での実習、部活動等で習得した測量技術を、チームの協力、連携による共同作
業によってその成果を競い、測量技術の向上と学校の交流・親睦をはかることを目的としており、
石川県高等学校技術教育研究会が主催し、㈳石川県測量設計業協会の共催で北陸地方測量部が後援
して開催しております。

国土地理院北陸地方測量部ニュース

祝辞を述べる小牧国土地理院長 テープカット

伊能図フロア展示風景国土地理院コーナー
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　コンテストでは、石川県内で測量を学ぶ5校の生徒が「水準測量」「平板測量」「角測量」の3部
門で日頃の学習成果を競い合いました。各部門の最優秀賞は「水準測量」の部門を翠星高校、「平
板測量」の部門を七尾東雲高校、「角測量」の部門を金沢市立工業高校がそれぞれ受賞しました。
総合優勝した翠星高等学校には、北陸地方測量部の松崎次長より、北陸地方測量部長賞が授与され
ました。
　今大会は、開会式・内業作業等を羽咋工業高等学校で、外業作業を羽咋市眉丈台スポーツ広場で
行われ、秋空の中、各チームとも観測値の復唱の声が響く一日でした。

◇福井県の２つの小学校で「地図教室と測量体験」が開催されました
　㈳福井県測量設計業協会は「測量の日」関連行事として、10月27日に勝山市立成器南小学校、
11月5日に大野市立有終東小学校で「地図教室と測量体験」をそれぞれ開催しました。北陸地方測
量部からは地図教室の講師として職員を派遣しました。

　勝山市立成器南小学校では、6年生26名が参加。北陸地方測量部の船津専門職による地図教室で
は、「地図ができるまで」と「いろいろな地図記号」というテーマで、身の回りにある身近な地図
や珍しい地図、代表的な地図記号をクイズ形式で紹介したほか、成器南小学校周辺の変化について
地図や空中写真を使って説明しました。
　後半の測量体験として行った測量実習では、校庭において、三角定規を使って校舎の高さを測定
したり、歩測による距離測定、トランシット・レベル等の測量機器で計測するなどの測量作業を体
験しました。当日は、前日の冷たい雨が嘘のように晴れ、児童のみなさんも普段体験できない測量
機器に触れ、実際の測量した結果を友達と比べたりして、元気に測量体験を楽しんでいました。

コンテスト風景
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　大野市立有終東小学校では、5年生66名が参加。北陸地方測量部の田中専門職による地図教室で
は、地図がどのようにして作られるのか、また、さまざまな地図の中には「くまマップ」なども作
成されていること、そして、地図記号では図書館や博物館など、写真と地図から答えてもらいなが
ら紹介しました。児童たちは市内の身近な施設とあって、みんな元気よくクイズに回答していまし
た。
　後半の測量体験は、当日あいにくの雨模様となったため、体育館において歩測による距離測定や
トータルステーションなどの測量機器を操作し測定する実習を行いました。特に人気が高かったの
は「歩測」で、自分の歩幅と歩数から距離が計算できることに興味津々といった様子でした。

◇石川県邑知潟断層帯とその周辺の活断層図が公表されました
　活断層とは、最近数10万年間に、おおむね千年から数万年の間隔で繰り返し動いてきた跡が地
形に現れ、今後も活動を繰り返すと考えられる断層です。
　国土地理院では、平成7年1月の阪神・淡路大震災を契機に、地震が発生した場合に特に被害が
甚大になる可能性の高い都市域及びその周辺の主要な活断層が分布する地域を対象に、各種ハザー

地図教室風景 測量体験風景

地図教室風景

測量体験風景

○勝山市立成器南小学校

○大野市立有終東小学校
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ドマップ作成のための基礎資料として、活断層の詳細な位置等の情報を調査してきました。調査し
た結果は、「2万5千分1都市圏活断層図」として公表しきたところですが、平成22年11月1日に、
北陸管内の石川県邑知潟地域を含む、次の4面が新たに公表されました。

　○「邑知潟断層帯とその周辺（邑知潟、邑知潟西南部）」　2面
　○「木曽山脈西縁断層帯とその周辺（上松、妻籠）」　　　2面

　今回の公表により、「2万5千分1都市圏活断層図」は、全国で147面（約58,600㎢）の整備とな
ります。活断層の概要、活断層図のサンプル、整備範囲等の詳細については、国土地理院のホーム
ページ（http://www1.gsi.go.jp/geowww/bousai/menu.html）でご覧になれます。
　なお、都市圏活断層図は、1部1,000円（税込み）で全国の主な書店で入手が可能です。

1:25,000都市圏活断層図「邑知潟」表紙

1:25,000都市圏活断層図　凡例
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2万5千分1都市圏活断層図「邑知潟断層帯とその周辺（邑知潟、邑知潟西南部）」の一部

○参考：「平成22年度邑知潟断層帯調査」実施風景（トレンチ調査）
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◇基盤地図情報の最新提供状況（平成22年11月～平成23年1月）
　平成22年11月から平成23年1月の期間で、基盤地図情報が新たに提供された地域は、次の2県7
市3町になります。

○縮尺レベル2500
　・2010年12月1日　提供開始
　　　一部：福井県　福井市　＊2008年6月3日の一部提供と併せ、福井市全域提供となる。
○標高点（DEM）
　・2011年1月18日　提供開始
　　　全域：福井県　あわら市
　　　一部：福井県　福井市、鯖江市、越前市、坂井市、永平寺町、南越前町、越前町
　　　　　　石川県　小松市、加賀市

　基盤地図情報の詳細については、次のURLをご参照下さい。電子国土ポータル上で提供範囲の
確認が可能です。
　URL：http://www.gsi.go.jp/kiban/seibi.html

◇測量士・測量士補試験に関するご案内
　平成23年度測量士・測量士補試験の受験に関するご案内です。
　測量士・測量士補試験は、測量法及び測量法施行令に基づいて行われる国家試験です。
　測量士となるのに必要な専門的学識及び応用能力を有するかどうか、また、測量士補となるのに
必要な専門的技術を有するかどうかを判定するために行い、試験に合格すれば、それぞれ測量士又
は測量士補となる資格を取得できます。
　平成23年度においては、次のとおり試験に関しての実施概要が発表されました。詳細につきま
しては、国土地理院ホームページ（http://www.gsi.go.jp/LAW/SHIKEN-h23-siken.html）をご覧
いただくか、または、問い合わせ先までご連絡ください。

○受 験 資 格：年齢、性別、学歴、実務経験などに関係なく受験できます。
○試 験 方 法：測量士・測量士補ともに筆記試験です。
○試　験　日：平成23年5月22日㈰
○願書受付期間：平成23年1月5日㈬～平成23年2月16日㈬
○問い合わせ先：〒305-0811　茨城県つくば市北郷1番国土地理院　
 総務部総務課　試験登録係　TEL029-864-8214、8248

◆新刊地図（北陸地方測量部関連）
（数値地図25000地図画像）

図　　　名 刊行年月日

高　　　田 平成 22 年 12 月 1 日
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